
中学生の職場体験 

 １２月５，６日（火、水）の２日間、里

中学校の２年生１名が職場体験で来てくれ

ました。子どもたちも中学生も、初めは緊

張した様子でしたが、すぐに慣れ、一緒に

遊んだり給食を食べたりして、楽しい時間

を過ごすことができました。 

 

山元 こうきさん(５歳) 

１２月１７日 

中原 まつりさん(４歳) 

１２月 ９日 

 子どもたちが作った松ぼっ

くりのクリスマスツリーなど

をお世話になっている方々に

プレゼントしました。 

                                

 

 

 

 

 

 

「ピーターと狼」 と プレゼントの記憶 

                           園長 永野俊也 

 「今年もサンタさんはプレゼントを持って来てくれるのかな???」子どもたち

からは、そんな声が聞かれる季節となりました。みなさんはプレゼントにどんな

記憶がありますか？ 私がもらったプレゼントの最初の記憶は３歳の時で、ちょ

うど父が当時はやり始めたセパレート型のステレオを購入したこともあり、「ピ

ーターと狼」（ﾌﾟﾛｺﾌｨｴﾌ作曲）という絵本付きのレコードでした。このレコード

は、語り手がストーリーを話しながら、登場する人物・動物たちをオーケストラ

の各楽器が担当し進んでいく音楽ドラマです。もちろん自分でレコードに針を落

とすことはできないので、親に頼んで何回も何回も聴きました。特に狼が登場す

るときのホルンの響きは、「出たぁ～」と子ども心にドキドキしたのを鮮明に覚

えています。時は流れ、「オーロラの観測がしたい！」と高２で理系を選択しま

したが、遅まきながら         「理系の才能はない！」と気づき、 

もっと才能のなかった         （音譜読めない。ピアノ習ったことな

い） 音楽に、              みんながあきれる中、高２の夏、 

    進路変更することにしました。 

   結局、その後音楽教師の道を歩み 

  ましたが、後に亡くなった祖母が幼い 

ころ「ピーターと狼」を聴いている姿を見 

挿絵：  こうのあおい作     て「この子は音楽が向くかもね。」と語っ 

絵本「ピーターと狼」より       ていたと母から聞きました。とっても

不思議な思い出です。 
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＊ みなさん健康に留意し、素敵な年末年始をお過ごしください。  

おたのしみ発表会 

１２月１４日（木）里幼稚園遊戯室でおたのしみ発表会が行われました。日

頃から練習をしてきた里太鼓、キングオウジャーやプリキュアのダンス、おお

きなかぶのオペレッタ。子供たちが作り上げたおたのしみ発表会で、みんな笑

顔で参加できました 

１月の行事予定 

９日（火） ３学期始業式 

       身体計測 

１５日（月） お集まり会 

１７日（水）～１９日（金） 

       先生と語ろう週間 

２３日（火） 保育参観（たこあげ） 

３１日（水） 新入園児入園説明会 
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